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自己紹介
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植物=生産者
(しかし，とても非効率)

環境

農家の栽培に管理によって植物の生産性は大きく変わる．
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農家=管理者 利益 消費者 食料 流通・加工

光，CO2, 水, 気温，
湿度，肥料など

光合成
呼吸
転流
養分吸収など

植物成⾧

環境と植物の関係 植物の成⾧

https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/120801/files/2018121000227/file_20181210115420_1.pdf

栄養成⾧

生殖成⾧



農業生産に利用できる情報とは何か?
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= スマート農業の実現
（農業DX）

X

圃場環境 農作業

X

植物生育
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LAN
コンバータ

ＷｉＦi
ルータ

ファン

ハウス内環境情報はセンサですぐに計測できる．

トマトハウス いちごハウスデータ送信装置
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計測した環境情報はグラフや画像などでわかりやすく表示可能．

(a) 計測データの表示

(b) 計測データの日統計量の表示

(c) 圃場内撮影画像の表示

スマートデバイスで確認→
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農家によって環境情報の活用方法や重要性も異なる．
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特異スペクトル解析を用いて変化点を抽出する．
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変化点スコア

Z(t)=0：両波形（データ）には差異が認められない．

Z(t)=1：両波形（データ）には明瞭な差異が認められる．

1z0 1 z0z

U

U

U

U,  U U

変化の大きさを表す情報を利用する．
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CO2濃度

24,  5,  1w g n m l    

CO2濃度の変化には様々な変化点が存在することがわかる．
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日付 農作業
2010/10/13 肥料の葉面散布 (a)
2010/10/19 ハウス窓の閉め忘れ（人的ミス） (b)
2010/10/22 肥料の葉面散布 (c)
2010/10/25
2010/10/26 芽かき，摘心，施肥 (d)

2010/10/31 肥料の葉面散布 (e)
2010/11/06 肥料の葉面散布 (f)
2010/11/11 暖房機の使用開始 (g)

記載なし (h)

(a) (b)(c) (d) (e) (f) (g) 作業履歴無し

変
化

点
ス
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変化点スコアと農作業履歴情報の比較結果から
変化点が農作業業に関係していることがわかる．

農作業を行った結果，
作物の呼吸特性に変化が
生じた可能性も・・・

農作業を行った結果，
作物の呼吸特性に変化が
生じた可能性も・・・

環境情報の変化を有効利
用するためには?

より詳細な農作業履歴の
収集が不可欠
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X

農作業から情報を抽出する．

圃場環境情報
農作業履歴情報
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X
植物生育情報
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人の動き情報から農作業データの抽出を行う．

九州大学大学院システム情報科学研究院
長崎県立大学，九州先端科学技術研究所との共同研究

x
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y

モーションセンサ
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作業者の手の動き情報から収穫データを抽出する．

Hashimoto, Y., Arita, D., Shimada, A., Yoshinaga, T., Okayasu, T., Uchiyama, H., Taniguchi, R.(2018): 
Yield Visualization Based on Farm Work Information Measured by Smart Devices, Sensors, 18(11), 3906, doi:10.3390/s18113906
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作業者の位置情報を電波強度からキャッチする．

3[m]

2[m]

農家
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高い受信電波強度
= 近い

低い受信電波強度
＝遠い
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収量マップは栽培管理や生育状態の違いを把握するのに役立つ．

実測結果

推定結果

平均絶対誤差:0.35
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X

植物生育特徴量を抽出・可視化する．

圃場環境情報 農作業履歴情報
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環境情報を
見える化

本研究は「革新的技術開発・緊急展開事業（うち地域戦略プロジェクト）」「イチゴの省エネ栽培・収量予測・低コスト輸送技術
の融合による販売力・国際競争力の強化」により行っているものである．

開花日，花数，果実数，熟度，葉面被覆率を数値化
環境情報はスマホで容易に確認
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環境情報と生育画像からイチゴの栽培管理を高度化する．
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イチゴの生育状態，果実の肥大化と熟度を可視化できる． 19

収穫適期

緑熟期

生育ステージごとの
イチゴの個体数の推移

キヤノンITソリューションズ（株）・九州大学・キヤノンマーケティングジャパン(株)
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得られた情報から環境制御の効果も可視化できる．
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時空間情報を栽培管理や人材育成に活用する．
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ハウス
GW

• 圃場環境・植物・農作業に関する
情報計測・抽出・可視化技術の開発

• 数理・データサイエンスに基づく
新たな栽培管理ロジックの提案

• 農業生産現場での情報活用を推進
できるDX人材の育成

インターネット
スマート農

業
DB

スマート
農業

サーバ

溶液混入
潅水装置

ドローン
センシング

省電力無線
GW

WiFi
GW

加温機

CO2
発生器

環境計測
装置

環境情報・植物生育情報の高度計測技術の構築

スマート農業人材の育成

スマート農業機器の製作，設置，運用や，
収集データの利活用を担える人材の育成

ウェアラブル
センシング

農業情報を用いた栽培管理技術の高度化とその実現を担う人材の育成
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